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知的障害のある児童の安心感・安全感を

高める接し方の工夫
教師と保護者を対象としたセミナーの実施と－

－日常的な振り返りを通して

長期研修員Ⅱ 石田 百合子

《研究の概要》

本研究は、知的障害のある児童が、安心感・安全感をもって活動するために、教師と保

護者を支援する研究である。児童の安心感・安全感を高めるためには保護者や教師の「心

の安定」が不可欠ととらえた。そこで、職員研修で「保護者支援セミナー」を、保護者に

は「子育て支援セミナー」を実施した。また、日常的に「チェックリスト」を通して教師

と保護者が児童との接し方を振り返り、工夫することの有効性を明らかにした。

Ⅰ 研究の目的

群馬県教育委員会では「平成１８年度 学校教

育の指針」特別支援教育の配慮事項の中で「児童

の行動をよく観察して心情の理解に努め、情緒の

安定を図りながら指導に当たるようにしましょ

う 」としている。。

知的障害養護学校の児童の気になる行動は、感

情の発達に関係していることが多い。児童の成長

にとって感情面を発達させていくことは、心の安

定を高め、意欲、集中力、持続力、コミュニケー

ション能力の向上につながっていく。その感情の

発達の基盤になるのが心理面と、身体面で共に危

険から守られていると感じられる安心感・安全感

である（2004.大河原)。

児童の安心感・安全感を高めるためには、教師

や保護者が安定した心と態度で児童に接すること

が重要である。そこで、今回の研究ではセミナ－

の実施と「振り返りチェックリスト」を活用し、

教師と保護者に対する支援を行うことで、児童の

安心感・安全感を高めていく。

Ⅱ 知的障害養護学校における現状

１ 児童たちの様子

知的障害養護学校には自閉症や、ダウン症など

様々な障害のある児童が在籍しており、児童が新

しいことに挑戦し、できるようになると教室の中

は喜びの声に包まれる。

図１ 気になる児童の様子

しかし、障害によっては、その場にいられなく

なったり、こだわりが強くなったりする場合があ

る。

また、周りの人と言語によるコミュニケーショ

ンをとるのが難しい児童も多く、自分の気持ちや

要求を理解してもらえず、いらいらすることもあ

る。刺激に対し、感受性が強く敏感な児童は、不

安や緊張が高まりやすい。

そのため、知的障害養護学校の児童にとって安

心感・安全感を高めることは非常に重要であると

いうことが分かる。
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２ 教師の様子

教師は、一学級に複数配置されることが多く、

ティームティーチングを行うことが多い。そのた

め教師同士で話し合い、協力し合うことで児童に

対し一貫した接し方ができるように努めている。

養護学校の児童の場合、身辺処理や安全面など

教師や保護者の支援を受けることが多い。そのた

め、教師と保護者の連携が不可欠である。

しかし、保護者への支援についてどのようにし

たらよいか悩んでいる教師の話を聞くことがあ

る。そこで、以下の記述式アンケートを行った。

質問１→保護者支援で困っていること

・児童のためにぜひ家庭で取り組んでもらい

たいことや協力してほしいことを伝えても

なかなかこちらの思いが伝わらない。

アンケートの結果から教師は保護者に対し自分

の思いを伝え、理解してもらい、実践してほしい

と思っていることが分かる。しかし、その思いが

伝わらないことで悩んでいる姿が見えてくる。

では、具体的に教師は保護者と接するとき、ど

のようなことを心がけているのだろうか。

質問２→保護者と接するとき心がけていること

・相手の気持ちや意見にまずは共感、受容の

対応をすること。

・家庭環境を考慮し、あまり無理なことは言

わないようにする。できるだけ保護者の抱

、 。えている問題を聞き 共感する態度を示す

アンケートに答えた教師のほとんどが保護者の

気持ちを受容・共感すると述べているのが印象的

だった。中には保護者の生活環境などを考え、実

態に合った支援方法を提案することが重要と考え

る教師もいた。

しかし、今回のアンケート結果は、教師の思い

を保護者に伝え、実際の家庭生活の中で実践して

もらうことの難しさを浮き彫りにしたと言える。

これは、教師の保護者支援に関する課題と言え

る。

３ 保護者の様子

養護学校の保護者にとって自分の子どもの障害

を受容することは子育てをする上で重要なことで

ある。しかし、実際には日々の生活の中で、様々

な支援が必要であり、保護者の思うようにならな

い場面も多く、障害を受け入れるには相当の時間

を必要とする。 そこで、現在の保護者の状況を

理解するために以下の記述式アンケートを行っ

た。

質問１→子育てで困っていること

・母親より体力があり、突然の行動につい

ていけないことがある。突然パニックに

なり、大声で泣き出したりしてとても困

る。

・感情のコントロールができないため、気

にいらないとしばらく怒っていることが

ある。その理由が分からず、戸惑うこと

がある。

・一緒に買い物や公園などに遊びに行った

とき、自分の思いが通らないとだだをこ

ねることがあり困る。

アンケートの結果から、保護者は児童が怒った

り、パニックになったりすることに悩んでいるこ

とが分かる。

このような現実の中で保護者はどのようなこと

を心がけ子育てを行っているのだろうか。

質問２→児童と接するとき心がけていること

・約束を守らせるように一つ一つだが、言

い聞かせるようにしている。わがままを

聞かないようにしている。

・なるべく児童の気持ちになって何がどう

したのか少しでも理解できるようにじっ

くり話を聞くようにしている。

・兄弟にはつい厳しく怒ってしまうが、本

人にはなるべく穏やかに分かりやすく、

なぜいけないのか説明するようにしてい

る。児童に混乱しないように事前によく

言い聞かせてから行動する。

上記の２つのアンケートの結果から、保護者は

児童への接し方を工夫をしていることが分かる。

しかし、児童自身感情のコントロールが難しいた

め、激しい行動になってしまうこともある。そん

なとき、保護者はどのように対処したらよいか分

からず困っている姿が見えてきた。
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Ⅲ 児童の安心感・安全感を育てるために

児童の安心感・安全感はどのようにすれば育つ

のだろうか。

日常の接し方の中で教師や保護者が穏やかに児

童の実態に合った支援を行っていると次第に児童

の安心感・安全感が高まり、落ち着いた行動がで

きるようになっていく。

そこで、教師と保護者の心の安定を図り、より

児童に合った支援をするためにどのようなことが

有効か考えてみた。

図２ 児童の安心感・安全感を高めるための構想図

その結果教師や保護者が自分自身に目を向け、

自分自身を振り返る活動を通して、児童への接し

方を工夫していくことが大切だという結論に達し

た。

振り返りは、学んだことを日常生活に生かして

いく上で大きな力となる（2006.群馬県総合教育

センター 。しかし、日常生活の中で、振り返り）

を行うことは難しいので、支援が必要になる。そ

こで、教師と保護者に対し、思いを語り合い、必

要なことを学び、それまでの児童への接し方を振

り返るようにセミナーを実施した。さらに、日常

的な振り返りとして、小学部の低・中・高学年か

ら１事例ずつを取り上げ その担任と保護者に 振、 「

り返りチェックリスト」の記入を提案した。

１ 教師に対して

(1) 職員研修「保護者支援セミナー」について

研究者は、前出の教師へのアンケート結果から

保護者との連携を進める上で、教師が保護者に適

切な支援を行うことが重要だと考えた。そのため

には、教師が簡単なカウンセリングの技法を学ん

研 究 者

教 師 保 護 者

児 童

心の安定 心の安定

振り返り 振り返り

子育て支援セミナー保護者支援講座

連絡帳・面談

振り返りチェックリスト振り返りチェックリスト

安心感・安全感

支援支援

だり、ロールプレイやワークにより保護者の気持

ちを擬似的に体験したりすることが重要である。

同時に具体的に保護者への言葉がけを検討するこ

、 、とで 今までの保護者への対応について振り返り

今後どうしたらよいか気付くことができる。それ

と合わせ、教師の悩みや保護者へのよりよい支援

の方法を仲間と語り合うことが教師の心の安定を

高めるために有効と考えた。

そこで、夏休みに「職員研修「保護者支援セミ

ナー」 」を行った。

ア 主な内容と振り返り

主な内容

テーマと主な流れ

「信頼関係を高める保護者への言葉がけ」

・保護者との関わりについて語り合う

・自分も相手も大切にする表現を学ぶ

・教師役と保護者役による面談場面の寸劇

により保護者の気持ちを体験する

・保護者との関わり方をまとめる

・セミナーの振り返り

《 》詳細は資料編 資料１ 参照

図３ 保護者支援セミナーのポイント

振り返り （参加者１４名）

職員研修「保護者支援セミナー」 について

・セミナーに参加してよかった 100%

・セミナーで学んだことを、保 100%

護者と接する際生かしたい。

・セミナーで学んだことを、保 50%

護者と接するときに実際にで 50%少し

きる。

感 想

保護者に教師の思いが届くために保護者に教師の思いが届くために

子どもの可能性について前向きに
伝える

保護者のできる範囲のことを具体的に
提案する

教師と保護者は共に子どもの成長を
願っている同志であることを認識する

保護者の大変さや気持ちを受け止める
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・人は共感してもらったり、話を聞いても

らったりするとすごくスッキリする！

・保護者の対応の仕方、相手の気持ちを受

け 止めてみることの大切さを知った。

・ロールプレイでは、自分の考えた言葉が

けを保護者として聞くというのがとても

良かった。また、グループで考えたこと

によりほかの先生方の言葉がけを聞くこ

とができ、とても勉強になった。

・自分と同じように保護者の方も具体的な

提案を待っていることが分かった。

今回のように具体的な場面を想定し、教師が保

護者の役を演じることは、保護者理解を深めるた

めに有効であったと考えられる。

職員研修「保護者支援セミナー」後の成果イ

保護者支援セミナーで学んだことがその後どの

ように生かされたのだろうか。セミナーから４ヶ

月ほどして、参加者にセミナーの後実践したこと

について記述式アンケートを行った。その結果は

以下のとおりである。

質問→保護者支援セミナー後、実践したこと

・保護者の話に耳を傾けるようになった。

・保護者の考えを受け入れると言う態度で

保護者に対応した。

・個人面談の時教師と保護者が真正面にな

らないように座る位置を工夫した。

・相づちを打ちながら聞くようにした。

・保護者の感情を受容し、認めた。

「 」上記のことから職員研修 保護者支援セミナー

を行ったことで、教師が、保護者と話すときにカ

ウンセリングの技法を使うようになったことが分

かる。そして、その結果以前より面談がスムーズ

にいったとの話を聞くことができた。

(2) 日常的振り返りについて

ア 「振り返りチェックリスト」について

期間は９月１８日～１１月２４日

「振り返りチェックリスト」は面談の内容を受

け、以下のことに留意した。

○ 児童の実態が一人一人大きく異なることから

個人別の項目も記入できるようにした。

○ 教師や保護者が負担に感じず手軽に振り返り

をできるようにした。

以上のことから共通の振り返り項目と個別の振

り返り項目を設定することにした。個別の項目に

ついては空欄にし、教師や保護者とのやりとりの

中で決定していく様式にした。また、教師の振り

返りを内面に向けるため「児童に感謝すること」

「児童の気持ちをくんであげたこと 「児童に申」

し訳ないと感じたこと」という項目を設定した。

表１ 教師の「振り返りチェックリスト」

《資料編 資料２ 参照》

「振り返りチェックリスト」に教師が毎週１回

、 、記入したものを研究者が確認し コメントを添え

次週の目当てとなるようにした。

「振り返りチェックリスト」の 「行わなかっ、

た」を１点「よく行った」を５点とし、毎週の平

均を出した。

図４ 教師のチェック得点の平均値の変容
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「振り返りチェックリスト」の得点が継続的に

上がるとか逆に下がることはなかった。チェック

するときの教師の気持ちやそのときの児童の様子

に大きく左右されると考える。

チェックリストは保育者の『主観』でつけてよ

い。そうすることで保育者は自分の思いや保育を

改めて見つめ直すことができる。そして、それが

保育の改善につながる(2006.本郷)。

ここで、重要なことは、チェック項目の値では

なく、あくまでも振り返るという行為に意味があ

るということである。

では、この振り返りにより、事例の中でどのよ

うな変化があったのだろうか。

対象児の変容

＊事例１(Ａの場合）

教師ができるだけ、Ａが持っているものを

自分で放すのを待ったところ、Ａは時間を

かけずに持っているものを教師に渡せるよ

うになった。

＊事例２(Ｂの場合)

副担任が変わっても、担任との連携がうま

くいき、対象児がスムーズに、新しい副担

任に馴れることができた。

＊事例３（Ｃの場合）

Ｃの気持ちを理解するために観察を行い、

よいところを積極的に認めたことで、教師

との間に会話が成り立つようになった。

次に教師は振り返りチェックリストを記入し、

どのようなことを感じたのだろうか。

教師の感想

・振り返りを週に１度することにより、自

分の支援の課題が見えるようになった。

・次週の接し方の目標を具体的に見付ける

ことができた。

・児童の心に添った接し方をすることで児

童が変わることがよく分かった。

・今まで意識して児童に感謝するというこ

とはなかった。感謝に関する項目を記入

することで、児童の良いところに目を向

けられるようになった。

・連絡帳を活用し、もっと保護者の気持ち

にも答えなければならないと感じた。

２ 保護者に対して

(1) 子育て支援セミナーについて

保護者と接していると低学年では障害を受容で

きない保護者も、高学年になると障害を受容でき

るようになっていくことが分かる。これはほかの

保護者と接し、情報を共有し、思いを語り合うこ

とが要因として考えられる。

研究者は保護者に対し、児童との基本的な接し

方を学ぶことと具体的な場面を想定してどのよう

な接し方をすればよいのか考えるワークの必要性

を感じた。さらに、子育てに関する悩みを打ち明

けたり、ほかの保護者の子育てについて情報を得

たりすることが、保護者の心の安定感を高めるの

に有効と考えた。

ア 第１回子育て支援セミナーについて

主な内容と振り返り（ア）

主な内容

テーマと主な流れ

「児童の気持ちをどのように理解し、

接していったらよいか考える」

・保護者の思いの語り合い

・前向きな子育てについて 〈講義形式）

・具体的な子育て場面における接し方

（ワーク）

・セミナーの振り返り

《詳細は資料編 資料３ 参照》

図５ 第１回子育て支援セミナーのポイント

振り返り （参加者７名）

第１回保護者支援セミナーについて

・セミナーに参加してよかった 100%

・セミナーで学んだことを、子 100%

どもと接する際生かせる

子 ど も と接 す る 時 の あ い ことば

お

し

り

ほ

ま

怒 ら な い

（子 ど もの 力 を ）信 じる

（子 ど もの 行 動 に ）理 由 あ り

褒 め る

待 つ
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感 想

・皆さんが同じようなことを悩みながら日

々過ごしていることを知り、自分だけで

はないんだなという気持ちになりまし

た。

・先生やお母さんたちの話を聞いて、いろ

いろな視点から子どもと接して理解して

いくことが大切だなと思いました。

・セミナーで学んだことを今日から子ども

に接するときにやってみようと思う。

参加者全員が参加して良かったと答えており、

このようなセミナーを保護者も望んでいることが

分かる。

第１回子育て支援セミナーの感想から、ほかの

保護者と話せたことで勉強になったと書いた保護

者が多かった。第２回子育て支援セミナーでは保

護者同士の語り合いの時間を多く取る必要性を感

じた。

イ 第２回子育て支援セミナーについて

主な内容と振り返り（ア）

主な内容

テーマと主な流れ

「子育てについて大いに語り、

」自分の子育てを振り返ろう

・第１回子育てセミナーの復習

・保護者同士で子育てに関することについ

てじっくり語り合う

・具体的な児童との接し方場面のロールプ

レイを行い、体験的に接し方について学

ぶ

・セミナーの振り返り

図６ 第２回子育てセミナーのポイント

セミナーのまとめ

・話せる人をもつ→子育ての大きな力

・母親の心の安定 子どもの心の安定

・振り返り・話し合い→気付き

・話せる人をもつ→子育ての大きな力

振り返り （参加者13名）

第２回子育て支援セミナーについて

・セミナーに参加してよかった 100%

・セミナーで学んだことを、児童と 100%

接する際生かせる。

・自分の思いを十分話せた 62%

感 想

・ロールプレイをするとそれぞれの立場で

考え方が大分違うことに気付かされた。

ふだんも自分の思ったこと、考えたこと

を子どもたちに押しつけていることが多

いと反省した。日々振り返ることってな

かなかしないので、良い機会だったと思

う。

・前回と違いお母さん同士で話す時間が多

く、子どもの様子をお互いに話し、自分

と同じ部分、また自分と違う部分を知る

ことができ、とても良かった。ふだんは

あまり一緒にならない他学年のお母さん

方とも話ができ、とても勉強になった。

またこういう交流の場を設けて欲しい。

・親がゆとりをもって児童と接することが

大切だと思った。

第２回の子育て支援セミナーでは、保護者同士

で話す時間を十分に取ったつもりだったが、それ

でも「十分話せた 」と答えた保護者は62%だっ。

た。このことから保護者は「語る場」を切望して

いることが分かった。

養護学校の保護者の場合、児童から目を離すこ

とが難しいため、保護者同士で時間をとってゆっ

くり話す機会が少ない。しかし、障害を受容した

り、前向きに子育てをするためには、自分の思い

を共感的に聞いてもらいながら「大変なのは自分

だけでない 「大変な状況をいろいろな工夫に。」

より克服している仲間がいる 」ということを実。

感することが必要である。

さらに、児童の心の理解や基本的な子育てにつ

いての知識を得ることで保護者の心の安定を高め

ることができるのではないだろうか。

ウ 子育て支援セミナーのその後の成果

子育て支援セミナーで学んだことがその後どの

ように生かされたのだろうか。セミナーから２ヶ
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月後に、参加者にセミナーの後、実践したことに

ついて記述式のアンケートを行った。

セミナーの後実践したこと質問 →

・児童の行動理由を考えるようになった。

・言葉でいっぱい褒めるようにした。

・あまり子どもを叱ったり怒ったりしなく

なった。

・兄弟に対しても気持ちを考え、接するよ

うになった。

上記の実践により児童にどんな変化があったか

保護者に問うと「すてきな笑顔が増えた 「子。」

どもとの会話が増えた 」などの回答を得ること。

ができた。

(2) 日常的な振り返りについて

保護者の「振り返りチェックリスト」でも、個

別に記入できるよう空欄を設けた。また、簡単に

記入できるようにした。下の部分に個別に家庭で

の具体的な手だてが書き込める様式にした。

期間は９月18日～11月26日

保護者は週に一度振り返りチェックリストに記

入し、研究者に提出した。研究者は保護者の工夫

した接し方や気付きについて認めるコメントや次

の手だてに対する提案を行った。

表２ 保護者の「振り返りチェックリスト」

《資料編 資料４ 参照》

保護者の変容

・子どもの気になる行動を叱るのではなく、

冷静に受け止め、どのようにするとその行

動が減るのか考えられるようになった。

・研究者から家庭での手伝いについて具体的

な提案をした。すると保護者は、子どもに

合った手伝いを見付け実践し、我が子の可

能性に気付いた。

・保護者がほかの兄弟の話にも耳を傾けるよ

、 。うになり 兄弟の思いを知ることができた

その結果兄弟が以前より協力的になった。

保護者の感想

・毎日子どもが帰ってくると慌ただしく、接

し方などもつい適当になっていたが振り返

りチェックリストを書くようになってから

１週間の子どもの様子を振り返り、子ども

の行動の意味や少しの成長にも気付くこと

ができた。また、自分の接し方も振り返る

ことができた。心にゆとりがもてた。

・お手伝いという項目は無理なことと思い、

子どもにはさせていなかったが、実際には

できることもあることが発見できてとても

嬉しかった。何かきっかけがないとなかな

か先に進むことのできない私と子どもの関

係にとても良い時間を与えてもらい感謝し

ている。

日常の生活に追われ、保護者が子育てについて

振り返ることはなかなか難しい現実が見えてき

た。しかし 「振り返りチェックリスト」を付け、

るようになってからのできごとや感想から振り返

ることで、確実に保護者が心を安定させて児童に

対応できるようになってきたことが読み取れる。

Ⅳ 児童の姿の変容について

児童の変容については、児童一人一人の実態に

合った「子どもの姿アンケート」を研究の開始と

終了時期に教師と保護者に実施し、児童の行動が

どのように変容したか見ることにした。

記入の仕方は５段階評価で、良い結果ほど数値が

高くなるようにした。
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以下の表に２回分の結果をまとめた。

表３ 事例３ 子どもの姿アンケート結果（教師用）

１ 学校での様子

学校での変容を知るために「教師との関係 、」

「他児との関係 「集団での様子 「生活の様」、 」、

子 「遊びの様子」の領域ごとに項目を作成し」、

た。図７は、アンケートの項目を点数化し、９月

と１２月の調査結果の領域別平均得点をレーダー



- 9 -

チャートで表したものである。

図７ 学校での領域別平均得点の変容（事例３）

《他事例については資料編 資料６ 参照》

図７は事例３のものであるが、特に「生活の様

子 「遊びの様子」で良い変化が見られたことが」

分かる。ほかの事例でもほとんどの項目で、数値

が上がっている。

児童は大人との関係ができてくると安心してい

ろいろなことに取り組めるようになる。学校では

教師との関係が良くなったことで、生活や遊びの

面でも適応行動が増えたと言える。

２ 家庭での様子

家庭での様子については「母親との関係 「兄」

弟との関係 「家族と一緒の様子 「生活の様子」」 」

「遊びの様子」の領域ごとに項目を作成し、アン

ケートを行った。図８は、その領域別平均得点を

レーダーチャートで表したものである。

図８ 家庭での領域別平均得点の変容（事例３）

《他事例については資料編 資料６ 参照》

図８も事例３のものであるが、この図から対象児

と母親・兄弟との関係が良くなったことで、生活

事例３　子どもの姿領域別平均得点の変容  （学校）

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0
教師との関係

他児との関係

集団での様子生活の様子

遊びの様子

9月26日

11月24日

事例３　子どもの姿領域別平均得点の変容　（家庭）

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0
母親との関係

兄弟との関係

家族と一緒の様子生活の様子

遊びの様子

9月24日

12月1日

場面や遊び場面での成長が見られたと考えられ

る。

ほかの事例についても母親との関係が良くなっ

てきたことで、家族とも落ち着いて過ごせるよう

になってきたことが分かる。以上のことから家庭

でも保護者が振り返ることにより、子どもの心に

添った接し方ができるようになり、子どもの安心

感・安全感が高まったと言える。

Ⅴ 研究を通しての提言

今回の実践を通して具体的に学校でどのような

ことができるのだろうか。養護学校のことを想定

し、実際に学校で使えるように、校務分掌に照ら

し合わせて考えてみた。

教師と保護者の心の安定が児童の支援につなが

るように次のことを提言したい。

１ 教育相談係への提言

(１) 教師に対する支援

養護学校の場合保護者の児童への影響力が大き

いことを考えると、保護者にどのような支援を行

うかが重要なポイントとなる。そこで、教師に対

し、保護者との間に信頼関係を築くためのセミナ

ーを開催すると良いのではないだろうか。教師が

安心して自分の思いを語り、具体的に保護者との

関わり方を考えることで、それまでの自分の姿に

気付き、よりよい保護者との関係作りにつながっ

ていく。

(2) 保護者に対する支援

保護者の子育てについて学びたいという思いを

受け止め、児童が学校で勉強をしている時間帯に

セミナーが行われれば、保護者は安心して参加す

ることが可能になる。また、教育相談係は相談活

動により、その学校の児童の問題点や傾向を把握

している。そこで、その学校の実情に合わせたセ

ミナーを開くことで、保護者はその内容を実生活

の中で活用しやすくなる。

２ 学年主任への提言

学年会で、児童の様子など共通理解を図る場面

があるが、そのときに教師が振り返りを行っては

どうだろうか。簡単なチェックリストを用いると

振り返りの目当てができる。基本的な事項を学年

で振り返ることで、教師同士で様々なことに気付

き、幅広い児童への接し方の工夫につながってい
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く。

３ 学級担任への提言

個別指導計画のための個人面談のとき、単に児

童の様子や目標について話し合うのではなく、教

師又は保護者がどのような気持ちや態度で児童に

接してきたか振り返ることで、面談が充実したも

のになると思う。その際教師は保護者の話に耳を

傾け、共感するなど、カウンセリング技法の基本

を学んでおくと保護者も安心して面談を受けられ

る。

連絡帳に簡単な保護者用のチェックリストを貼

付し、１週間に１度ずつ保護者に振り返りをして

もらってはどうだろうか。振り返りに簡単なコメ

ントを付けることで、保護者は教師に認められ、

支えられていると感じる。その結果教師と保護者

の信頼関係が高まり、保護者の心の安定につなが

っていく。

Ⅵ まとめと今後の課題

１ まとめ

図９ 研究のまとめ

今回の研究は、知的障害養護学校の児童が落ち

着いて過ごすためにどんなことができるか模索し

たものである。

教師と保護者はセミナーで児童との接し方の基

本を学び、振り返りチェックリストにより定期的

に目当てをもって児童への接し方を振り返った。

保護者は子育てに関して学びたいという意欲を

強くもっているので、セミナーを開設することは

保護者の要望にこたえることになり、学校に対す

る信頼感も高まる。

児童は安心感・安全感が高まると落ち着きが出

てくる。さらに、笑顔が増えたり、友達との関係

ができたり、恐怖心からできなかった壁を乗り越

子どのも安心感・安全感

子どもの成長
保護者の心の安定教師の心の安定

接し方の振り返り

えられるようになったり、生き生きした様子を見

せるようになる。

教師や保護者はその様子に励まされ、勇気づけ

られ、児童をいとおしく感じるようになる。決し

て教師や保護者が一方的に児童に対して、影響を

与えるのではなく、児童も教師や保護者に大きな

影響を与えているのである。互いの関係をよくす

るために、教師や保護者は自分自身の児童への接

し方を振り返る機会が必要なのである。

２ 今後の課題

「 」今回の研究では職員研修 保護者支援セミナー

を１回、保護者向けに「子育て支援セミナー」を

２回行ったが、回を重ねるごとに参加者の気付き

も深まった。そこで、セミナーを年間行事として

位置づけていくことが課題である。

また、今回は小学部を対象に研究を行ったが、

保護者の語り合いの幅を広げるために、学校全体

を対象にしたセミナーを開く必要がある。
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